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51.ラジエータを用いた自然冷暖房システムに関する研究 

～床冷暖房パネルとの併用実験～ 
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1. はじめに 

室温と放射から、人の体感温度は決まるといわれてい

る。このため、温水ラジエータなどの放射暖房は、温風

式暖房より低めの室温でも暖かく感じさらに快適である。

室温を低めに設定することで、その分省エネルギー効果

も得られる。本研究では雨水と太陽熱、地中熱を利用し

てラジエータと床冷暖房を併用し、自然エネルギーでま

かなえる冷暖房の効果を把握する。 
2.実験概要 

2.1 システム概要            

ラジエータを実験室の壁際に設置する。屋根に降り注

いだ雨水は分流器を通して雨水貯水槽に貯める。地下の

温度は一年を通してほぼ一定であることを利用して、夏

季は地熱で冷やした雨水を、ラジエータと床冷房パネル

に送って冷房する。 
一方冬季は、地下に貯めた雨水をポンプで屋根上の太

陽熱温水器に送り、太陽熱で暖められた雨水をラジエー

タと床暖房パネルに送って暖房する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 1 システム概要と測定位置(断面図) 
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図 2 システム概要と測定位置（平面図） 

2.2 実験方法            ラジエータ＝Ｒｇ  

室内はＰＭＶ計を 2 ヶ所(温度、湿度、ｐｍｖ)、おん

どとりを 2 ヶ所、グローブ温度計を 4 ヶ所、熱電対を 6
ヶ所設置し測定する。測定機器の設置高さは床上 0.7ｍ、

1.2ｍ、2ｍを 30 分間隔、24 時間測定する。 熱電対・

おんどとりで外気温を 30 分間隔、24 時間測定する。時

間は 10:00 から翌 10:00 までとする。  
表 1 実測条件 

  
季

節 
ラジエータ 床冷暖房 窓 年月日 

条件 1 非稼働 非稼働 閉 2010,8,11 

条件 2 稼働 非稼働 閉 2010,8,12 

条件 3 稼働 稼働 閉 2010,8,15 

条件 4

夏

季 

稼働 稼働 開 2010,8,23 

条件 5 非稼働 非稼働 閉  2010,12,20

条件 6 稼働 稼働 閉  2010,12.22

条件 7

冬

季 
稼働 非稼働 閉  2010,12,25

3. 結果と考察 
3.1 夏の実験の結果と考察 

図 3 よりＲｇを使用してない時の水温は 17℃を保って

いることがわかる。Ｒｇの表面温度も室内温度とあまり

変わらず、25℃を下回ることはない。図 4 より、Ｒｇ・

床冷房を稼働させることによりＲｇの表面温度は約

30℃から約 23℃に下がった。この実験ではＲｇ側の高さ

50ｃｍの温度とグローブ温度の差が、非稼働時で約 0.2℃
だったところが、稼働時には約 1℃になった。つまりＲ

ｇを稼働させることによって、グローブ温度を下げたも

のと考えられる。 

 
図 3 Ｒｇ・床冷房非稼働（条件 1）
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図 4 Ｒｇ・床冷房稼動（条件 3） 

3.2 冬の実験の結果と考察 

 図 5 より 22 日の稼働日と 20 の非稼働日の外気温が近

いことがわかる。よって、この 2 日の実験結果を用いて

考察する。 
 図 6 よりどの実験日でも 17:00 には日射量は 0W/㎡ h
になった。なお、外気温と同じように 22 日の稼働日と

20 日の非稼働日の日射量は 13：00 までほぼ同じである。

しかし、どちらの天気も、晴れ時々曇りのため日射量に

ばらつきがある。 
 図 7 より、非稼働日の室内温度とグローブ温度が 15℃
を上回ったのは 12:00～19:00 の 8 時間であった。しかし、

稼働日はその時間が 10:30～22:00 までの 12 時間であっ

た。また、外気温・日射量の同じ時間帯であっても稼働

時は非稼働時に比べて室温が約 5℃高くなっている。そ

の後も翌 5:00 まで稼働時の室温が非稼働時の室温を下

回ることがなかった。このことからＲｇと床暖房による

効果が確認できた。 
 図 8 は稼働時の各測定点の温度である。図 6 より 19
日の日射量が一番多い約 600W/㎡ h の時の水温は約 30℃
まで温まっている。それによってＲｇの表面温度は約

28℃になった。室温も 15℃を下回ったのが 11:30～20:00
までの 8 時間 30 分であった。 
4.まとめ 
 夏の実験はグローブ温度に多少の影響を与えたが室内

温度には影響がなかった。改善点としてＲｇの数を増や

す・さらに深い地中熱を利用した雨水を使用することに

よって効果が上がると考える。 
冬の実験はグローブ温度、実内温度ともに約 5℃の暖

房効果があった。改善点としてこちらもＲｇを増やす・

太陽熱温水器の改良によってさらに高温の雨水を使用す

ることによって効果が上がると考える。 
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図 5 各条件の外気温（条件 5・6） 

 

図 6 各条件の日射量 

 

図 7 稼働・非稼働(22 日・20 日)のグローブ温度の比較 

 
図 8 稼働時(19 日)の温度と湿度(条件 6) 


